
　長谷川：皆様、おはようございます。23回目を

迎えますフォーラムを、なぜこのテーマにした

のかの趣旨を簡潔にお話しできればと思いま

す。実はスライドがたくさんあり、とても10分で

は見きれないので、こういうことが語られてい

る、話題になっているということをご確認いた

だければと思います。

　（スライド2）今日に至るまで、この数年はこの

ようなテーマでフォーラムを開催してきました。

そして今回、来年の24回、再来年の25回を見通

しながら、あえて高大連携の「モヤモヤ」に迫っ

ていきます。探究学習や高大連携がかなり定着

し、展開してきているけれども、果たしてこのま

までいいのか、この「モヤモヤ」について率直に

出し合って、最後には解消しようと言っている

のです。が、「モヤモヤ」が解消できるどころか、

さらに広がったり、増えていったりするのでは

ないかとも思います。日々の教育実践が必要だ

し、高大連携、高大接続を続けていく必要があ

るわけです。まず、そのことを確認したいと思い

ます。

（スライド3、4）まず最初に、2040年を見据えて
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現在、中央教育審議会で教育課程の改訂に関

する議論が進められています。その中で高等教

育との接続改革という形、初等中等教育の改革

は高等教育との接続改善との関係を配意しな

ければいけないとされています。（スライド5）そ

の中で、高等教育ではデジタル分野への学部

転換等の取り組みが進められており、理系への

予算化も含めて、この間、かなり急速に進んで

いる状況が見られます。こうしたことを踏まえな

がら、初等中等教育段階、とりわけ高校におい

ては、文理横断・文理融合教育の観点が強調さ

れています。（スライド6）その中で、大学につい

てはすでに今年の２月に「『知の総和』向上の未

来像」という答申が出されています。ここでは、

高校までで「培われた資質・能力をどのように伸

ばしていくか」ということについて、高大接続の

視点から大学での学修の在り方の再構築が語

られています。

　（スライド7、8）2040年には大学進学者数が

46万人に減少する状況の中でどうするのかとい

う問題です。京都でも厳しい状況にあることは

皆さんもご存じのとおりですが、大学の質の問

題、規模の問題、アクセスの問題という点から、

この答申は議論をしています。なかでも、文理

横断・文理融合教育の観点、あるいは初等中等

教育の接続を強化していく必要性が語られて

いるわけです。（スライド9）大学では総合知の

創出・活用と文理横断・文理融合教育をより進

めていくと述べています。「文理複眼」的な思考

力を養う必要性についても語っています。専門

知だけではなく、総合的な知の重要性が強く述

べられています。（スライド10）そして、高校段階

との接続の強化として、とりわけ高校の「総合

的な探究の時間」や「理数探究」の問題発見、

課題解決的な学習活動の充実といった学びに

変化がある中で、高大接続の視点から、この関

係をより強化していく、あるいは見直していくこ

とが必要だということです。

　高校までの探究活動は、大学で行われてい

る課題発見や研究の活動と大きく関わります

し、大学関係者も関わりながら小中高の教育プ

ログラムが進められています。研究の魅力を伝

えて、興味・関心をどんどん高めていこうという

取り組みと同時に、いま求められている、思考

力・判断力・表現力や学びに向かう力、人間性

等を総合的に伸ばす観点からも有効だと述べ

られています。（スライド11、12）さらには高大

接続を踏まえた入試、選抜という問題に展開し

ていきます。高等学校段階の文理横断・文理融

合教育を推進する方向を明記する、大学に関す

る答申の中で高校のあり方について言及してい

ます。この点については、高校の理系分野を増

やしていくという政策的な動きにもつながってく

るわけです。

　（スライド13）今年の２月、先ほどの大学に関

する中教審答申が出ましたが、同時に高校改革

のワーキンググループの「審議まとめ」も出てい

ます。高校関係者はご存じかもしれませんが、

大学関係者がどこまで知っているでしょうか。

（スライド14）まとめでは、大学の答申と同様に、

高校における探究・文理横断・実践的な学びが

強調され、大学との接続改革の推進にも触れら

れているところです。（スライド15、16）総合的な

探究の時間を「教育課程の基軸」に据えるとま

で、ワーキングのまとめでは述べられています。

（スライド17、18）そして、高校における探究活

動は、中学校までの探究的な学習とは違って、

「より洗練された質の高い」探究であることが強

調されています。「探究の過程が高度化する」こ

と、「探究が自律的に行われる」ことが求められ

ているのです。

　（スライド19、20）とはいえ、高校までにこのよ

うな活動を求められ、それが大学での学びにど

うつながっていくのでしょうか。この点について

は、松下（佳代）先生よりお話いただけるのでは

ないかと思います。大学と連携した探究活動や

大学の授業の先取り履修等、またどういった形

の大学入試をしていくのか、高校教育のワーキ

ングのまとめであるにも関わらず踏み込んだ言

及であり、大学にも向けられています。これは

高大接続の方法にも関わる、入試のあり方に関

わることになろうかと思います。

　（スライド21）つい先日、文部科学省において

「高校から大学、大学院まで一気通貫した人材

育成システム改革」に関するタスクフォースが立

ち上がりました。まず最初に高校のグランドデ

ザインを描き、そして大学の改革という検討の

流れになっていて、（スライド22）高校教育改革

のグランドデザインの骨子が11月28日に発表さ

れたところです。高校では「自ら問いを立てる

力」など今までやってきていることをさらに進め

ていくとされるとともに、（スライド23、24）文系

人材が余剰である一方で、理系人材が不足して

いると明確に書かれており、そうした視点から

学科見直し等の改革を進めていくとしていま

す。（スライド25）そこには、日本の学術研究に

おいて、自然科学領域の傾向が強いですが、

「科学の再興」が強調されている点も踏まえて

おく必要があります。

　（スライド26、27、28）２年前の2023年、日本

学術会議は、今の高大接続のあり方に大きな課

題があると問題提起しました。どのくらいの方

がこの報告を読まれたでしょうか。というのは、

報告は高大接続の中でも「教育接続」に着目し

て検討されており、今回のフォーラムを開催す

るにあたって議論を重ねるなかで、この報告を

しっかり学び、これからの高大連携・接続のあ

り方をみんなで議論しようではないかと考えた

次第です。報告では「教育接続」が強調されて

います。詳細については松下先生の基調講演に

委ねますが、高大接続と高大連携をしっかりと

切り分けながら、接続の中でも「教育接続」に

焦点化して検討され課題が提示されています。

まずこの点をしっかり学びながら、これからの

高大接続・連携のあり方を考えたいと思いま

す。

　（スライド29）「総合的な探究の時間」につい

ては成果があると言われていますが、実際に私

たちが実践をしながら、本当のところどうなのか

ということです。それぞれの学校現場で生徒と

向き合いながら実践する中で、生徒はどう変化

するのかを考えるときに、（スライド30）この

フォーラムにも何度もご登壇いただいている溝

上（慎一）先生は「時間をかけて問いを立てて

考える」ことの重要性について述べられていま

す。「そうは言われても……」という部分が皆さ

んの中にあるのではないでしょうか。今日はそう

した点を出し合おうではありませんか。（スライ

ド31）いろいろな問いや疑問、不満があるだろ

うと思っています。先ほどのように、「こうあるべ

きだ」と言われることで済むのかどうか、実際

の現場の状況に立ち返って、率直な思いを出し

合いながら、次どのように展開していったらい

いのか、またここをどのように進めていけばい

いのかを共有できればというのが、今日の

フォーラムの趣旨であります。

　（スライド32）そうはいっても、「2026年問題」

といったリアルな状況がある中で、高大の教育

の接続や連携のあり方、入試のあり方をわれわ

れ自身、高校、大学の教職員がしっかりと考え

なければならないところに来ていることを確認

しつつ、（スライド33）われわれがいま抱える

「モヤモヤ」を解きほぐしていきたい、あるいは

もっと増やしていきたい、そしてより良いあり方

を考え続ける、そのことを社会にもしっかり提

起をしていく機会になればと考えます。（スライ

ド34）今日は１日、どうぞよろしくお願いいたし

ます
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　（スライド2）今日に至るまで、この数年はこの

ようなテーマでフォーラムを開催してきました。

そして今回、来年の24回、再来年の25回を見通

しながら、あえて高大連携の「モヤモヤ」に迫っ

ていきます。探究学習や高大連携がかなり定着

し、展開してきているけれども、果たしてこのま

までいいのか、この「モヤモヤ」について率直に

出し合って、最後には解消しようと言っている

のです。が、「モヤモヤ」が解消できるどころか、

さらに広がったり、増えていったりするのでは

ないかとも思います。日々の教育実践が必要だ

し、高大連携、高大接続を続けていく必要があ

るわけです。まず、そのことを確認したいと思い

ます。

（スライド3、4）まず最初に、2040年を見据えて
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現在、中央教育審議会で教育課程の改訂に関

する議論が進められています。その中で高等教

育との接続改革という形、初等中等教育の改革

は高等教育との接続改善との関係を配意しな

ければいけないとされています。（スライド5）そ

の中で、高等教育ではデジタル分野への学部

転換等の取り組みが進められており、理系への

予算化も含めて、この間、かなり急速に進んで

いる状況が見られます。こうしたことを踏まえな

がら、初等中等教育段階、とりわけ高校におい

ては、文理横断・文理融合教育の観点が強調さ

れています。（スライド6）その中で、大学につい

てはすでに今年の２月に「『知の総和』向上の未

来像」という答申が出されています。ここでは、

高校までで「培われた資質・能力をどのように伸

ばしていくか」ということについて、高大接続の

視点から大学での学修の在り方の再構築が語

られています。

　（スライド7、8）2040年には大学進学者数が

46万人に減少する状況の中でどうするのかとい

う問題です。京都でも厳しい状況にあることは

皆さんもご存じのとおりですが、大学の質の問

題、規模の問題、アクセスの問題という点から、

この答申は議論をしています。なかでも、文理

横断・文理融合教育の観点、あるいは初等中等

教育の接続を強化していく必要性が語られて

いるわけです。（スライド9）大学では総合知の

創出・活用と文理横断・文理融合教育をより進

めていくと述べています。「文理複眼」的な思考

力を養う必要性についても語っています。専門

知だけではなく、総合的な知の重要性が強く述

べられています。（スライド10）そして、高校段階

との接続の強化として、とりわけ高校の「総合

的な探究の時間」や「理数探究」の問題発見、

課題解決的な学習活動の充実といった学びに

変化がある中で、高大接続の視点から、この関

係をより強化していく、あるいは見直していくこ

とが必要だということです。

　高校までの探究活動は、大学で行われてい

る課題発見や研究の活動と大きく関わります

し、大学関係者も関わりながら小中高の教育プ

ログラムが進められています。研究の魅力を伝

えて、興味・関心をどんどん高めていこうという

取り組みと同時に、いま求められている、思考

力・判断力・表現力や学びに向かう力、人間性

等を総合的に伸ばす観点からも有効だと述べ

られています。（スライド11、12）さらには高大

接続を踏まえた入試、選抜という問題に展開し

ていきます。高等学校段階の文理横断・文理融

合教育を推進する方向を明記する、大学に関す

る答申の中で高校のあり方について言及してい

ます。この点については、高校の理系分野を増

やしていくという政策的な動きにもつながってく

るわけです。

　（スライド13）今年の２月、先ほどの大学に関

する中教審答申が出ましたが、同時に高校改革

のワーキンググループの「審議まとめ」も出てい

ます。高校関係者はご存じかもしれませんが、

大学関係者がどこまで知っているでしょうか。

（スライド14）まとめでは、大学の答申と同様に、

高校における探究・文理横断・実践的な学びが

強調され、大学との接続改革の推進にも触れら

れているところです。（スライド15、16）総合的な

探究の時間を「教育課程の基軸」に据えるとま

で、ワーキングのまとめでは述べられています。

（スライド17、18）そして、高校における探究活

動は、中学校までの探究的な学習とは違って、

「より洗練された質の高い」探究であることが強

調されています。「探究の過程が高度化する」こ

と、「探究が自律的に行われる」ことが求められ

ているのです。

　（スライド19、20）とはいえ、高校までにこのよ

うな活動を求められ、それが大学での学びにど

うつながっていくのでしょうか。この点について

は、松下（佳代）先生よりお話いただけるのでは

ないかと思います。大学と連携した探究活動や

大学の授業の先取り履修等、またどういった形

の大学入試をしていくのか、高校教育のワーキ

ングのまとめであるにも関わらず踏み込んだ言

及であり、大学にも向けられています。これは

高大接続の方法にも関わる、入試のあり方に関

わることになろうかと思います。

　（スライド21）つい先日、文部科学省において

「高校から大学、大学院まで一気通貫した人材

育成システム改革」に関するタスクフォースが立

ち上がりました。まず最初に高校のグランドデ

ザインを描き、そして大学の改革という検討の

流れになっていて、（スライド22）高校教育改革

のグランドデザインの骨子が11月28日に発表さ

れたところです。高校では「自ら問いを立てる

力」など今までやってきていることをさらに進め

ていくとされるとともに、（スライド23、24）文系

人材が余剰である一方で、理系人材が不足して

いると明確に書かれており、そうした視点から

学科見直し等の改革を進めていくとしていま

す。（スライド25）そこには、日本の学術研究に

おいて、自然科学領域の傾向が強いですが、

「科学の再興」が強調されている点も踏まえて

おく必要があります。

　（スライド26、27、28）２年前の2023年、日本

学術会議は、今の高大接続のあり方に大きな課

題があると問題提起しました。どのくらいの方

がこの報告を読まれたでしょうか。というのは、

報告は高大接続の中でも「教育接続」に着目し

て検討されており、今回のフォーラムを開催す

るにあたって議論を重ねるなかで、この報告を

しっかり学び、これからの高大連携・接続のあ

り方をみんなで議論しようではないかと考えた

次第です。報告では「教育接続」が強調されて

います。詳細については松下先生の基調講演に

委ねますが、高大接続と高大連携をしっかりと

切り分けながら、接続の中でも「教育接続」に

焦点化して検討され課題が提示されています。

まずこの点をしっかり学びながら、これからの

高大接続・連携のあり方を考えたいと思いま

す。

　（スライド29）「総合的な探究の時間」につい

ては成果があると言われていますが、実際に私

たちが実践をしながら、本当のところどうなのか

ということです。それぞれの学校現場で生徒と

向き合いながら実践する中で、生徒はどう変化

するのかを考えるときに、（スライド30）この

フォーラムにも何度もご登壇いただいている溝

上（慎一）先生は「時間をかけて問いを立てて

考える」ことの重要性について述べられていま

す。「そうは言われても……」という部分が皆さ

んの中にあるのではないでしょうか。今日はそう

した点を出し合おうではありませんか。（スライ

ド31）いろいろな問いや疑問、不満があるだろ

うと思っています。先ほどのように、「こうあるべ

きだ」と言われることで済むのかどうか、実際

の現場の状況に立ち返って、率直な思いを出し

合いながら、次どのように展開していったらい

いのか、またここをどのように進めていけばい

いのかを共有できればというのが、今日の

フォーラムの趣旨であります。

　（スライド32）そうはいっても、「2026年問題」

といったリアルな状況がある中で、高大の教育

の接続や連携のあり方、入試のあり方をわれわ

れ自身、高校、大学の教職員がしっかりと考え

なければならないところに来ていることを確認

しつつ、（スライド33）われわれがいま抱える

「モヤモヤ」を解きほぐしていきたい、あるいは

もっと増やしていきたい、そしてより良いあり方

を考え続ける、そのことを社会にもしっかり提

起をしていく機会になればと考えます。（スライ

ド34）今日は１日、どうぞよろしくお願いいたし

ます
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